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別府火山温泉研究所報告第13競

論 説

大分!孫由布院温泉に就て

山下卒三郎*

1.概観

由布院温泉は別府温泉の西方二十打の所にあり，別府温泉と共に由布，鶴見火山地械に

厨し，大分!際に於ては別府温泉K吹いで優勢た温泉時である。由有H江(標高1583.5m)を

東tてみる四周山K固まれ南西K延び、た三角形扶の盆地の国*中央在北京から南西に向ひ帯妖

K存在する。湧出量は非常に豊富で、多くの穿掘が行はれてゐて向到る所に自然湧出がある。

泉質は主として中性又はアルカリ性の単純泉らしく清浮である。浴用の外，湧出量の大部

分は~1既用に放流され，又特Ki韮i既用として穿掘された温泉さへも多数ある。過去に於て

部分的又は少数口K就て調査研究されて居るもー費調査は今回が初めてであり，由布院温

泉の概況を明らかにする事が出来た。一斉調査と同時に揚水試験を行ひ温泉湧出量の相互

関係に就て調査した。調査時は昭和25年7月-8月の聞である。

2. 温泉分布及回数

温泉所在地を先づ大分鯨の温泉憂帳より園上に定め，後宮地tて踏査して比較検討し地岡

上K記入して分布闘を作製した。(第一同〉

*京都大皐玉県事部火山温泉研究所
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大分l孫由布院温泉に就て

温泉は湯の坪附近，役場附近，回中市，南部山崎及八山等，一つ一つの某l¥'i]を成して存

在し，民の集圏中には自然湧出がるる。開設はとの自!，J;湧出を中心にして行友はれた如く

である。 との中で最も草野菜して居るのは湯の坪である。南部山の手にある多l散の閉JI二口は

もと自然湧出泉であったが，昭和21年南海地出の際，街道に添って地割れを生じ湧出が停

止したといふ。向との街道に添って地質構造線の存在が認めLれてゐる。温泉の総数は第
第一夫温泉口数 一表に示す如く 297口で，共の内現在湧出し

て居る活動口教は 201口あり，内自然湧出泉

は66口ある。 f古I弱勢の自然湧出で調査il射lも

若干あると思ふ。

由布院町内Kは由布院佐地以外に鶴見山の北側硫黄搬の山腹海抜900米の高所に塚原温

泉がある。爆裂火口内で今でも康範囲に硫気孔があり，交通不便ps.所である。泉質は酸性

総饗泉で、泉iJuは三ケ所で多量の硫黄の沈i殿がある。

3. 穿掘深度及口径

前述の如く自然K湧出する温泉が多く ，穿堀深度も ïfl~比較的K浅いが，最i;;j!150m 位K

及ぶものが南部山の手の温泉にある。自然湧出泉の附j立に深〈桝"'J'lc温泉があったり，穿

堀する深さは医々である。埋設管は竹骨がーた部分で、必いものには太い(口径10cm位)竹

管を入れてあるのもある。深伎大なるものは，大抵口fli<5 cm位までである。穿地温泉の . 
• 

年教は一般に占く，穿掘してから一度も波諜しないものが多い。

4. 湧出温度湧出量

湧出温度の長南は 980Cで自然湧出泉のi置庄は比較的高温で多量K湧出するものが多い。
はちゃ'"

地域的には南部山の手が高く沸騰泉がある。又八山の自然湧出泉も高温で多量の湧!-H，をし

てゐる。穿堀温泉は古いものが多い局か自然湧出泉に比して湧出量は少たい。自然湧出泉

で、は八山附近が最も湧出置が多 く，由布院温泉の杢湧出量の宇ばに及んでゐる。温度を

100C湧出量を 10L/M侍に分Hi日教を統計すると第2，3去， それをグラフ κすると~， 3

岡の如く成り，温度は50-600Cが最も多く，湧出量は10L/M以下のものが大部分である。

叉100L/M以上の湧出量をもつものが16口あり，共の内の10口が八山にある。温度平均は

540.92C湧出量平均は 45.93L川fである。別府温泉の平均値550.6C，25L川1rc比較し

て泉瀧は相H.i:く，平均湧出置は約2倍である。温度の地域的分布は深度の非常な不規則で

ある虫I~ くまちまちであるが，大休の伺iír>l を:示す等温泉を引くとら払 1 岡の釘l く成り，各地域
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第2安温泉統計 第3茨湧出総統計

泉 温 手L 数 湧出 1武 手L 鍛

<300C 4 <10L/M 110 

<40 13 <20 27 . 

<50 54 <30 13 

<60 70 く40 10 

く70 42 く50 9 

<80 11 く60 5 

<90 4 <70 3 

く100 5 <80 1 

合計孔数 203 
<90 1 

<100 
。

平均泉温 54・.98C 100< 16 

大分E様、出稼院温泉に就て

の温泉群は高温部を中心にしてゐる。

興味あるlt照として現在の温泉湧

出範囲の一部について約30年前，大

正11年 (1922)に，.未だ温泉開設が

され守、鋭道も達してゐない時，依田

和四郎理接2Kよって千二百黙に達
する地温測定カミ主主されてゐる。常時

も温泉として95孔，その内自然湧出

が61孔である。現在の調査はその数

倍の範園であるが，自然湧出孔敢は合計孔数 I 195 

卒均湧出量 I45.93L/M 
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66孔で，大勢は自然湧出孔が減少し

易圏f活必官t統計
てゐると思は

れる。それは

穿堀孔が140

孔にも達して

ゐるととから

も想像が出来

る。各個の:tt

肱がむつかし

くJ気温の賛助

は比較出来ぬ

が，例へば八山附近の温度はさして境ってゐ友いやうに思へる。 i}甘固に未聞護で、あった湯

山山麓K於て現在は沸黙〔標高約四百米にて 98.5
0C)に近い 980Cf'C達するものが出来て

ゐる。との近くは鈴木理撃士によれぽ川西二堀田を結ぶ示準構造帝京州iきるもので、あえ

由布院温泉群の概況を表示すると弐表の如く成る。

由布院温泉概況

- 4ー

一日総湧出盤

1.32 X 10~m3 
(72.600石〉



大分l豚由布院温泉に就て

5. 湧出量の相互関係

由布院温泉にも別府温泉の如く桁築してゐる地域があり，その地域では新温泉を穿堀す

れば附近温泉の湧出量に影響をあたへるかも知れぬ。而し宮際に新温泉を穿堀して共の影

響を調査する初困難であるから別府温泉で行った方泣:郎ち (A)既設温泉を渦剰揚水

する (B)既設温泉の湧出を抑制するの二法を用ひて他温泉の湧出量泉現饗化を測定した。

影響の範囲は揚水量の大小にもよるが，一膏調査の結果より地下伏流水が相営優勢である

との後想と，採7]¥.暦の不i司から影響の不規則な分布をも橡:lt¥し，測定は試験井を中心に牛

径 100m以内のものについて行った。試験井選定に就ては別府温泉で、行った宜験ら経験か

ら情築地K11傑作に泊した温泉を探したのである。必十しも最好t条件の観測l井が得られなか

ったが，大休の傾向を判断する事は出来た。測定場所は5ケ所で，共の観測資料は一括し

て末尾に記載した。

揚7]¥.叉は湧出量停止時聞は約2時間で，測定は前後5-6時間の聞であるから揚水以外

の原因による質化は殆んど無く， ~うっても漸徐のものであらうと考へられる。若し短期の

費化原因が有るとすれば，年[昨繁化による饗化が考へられる。少し距離 (20km)はある

が，京大別府研究所の気園芸計の記f訴には著しい蟹化は認められなかったので，揚水影響を

見るには好都合であった。而し原因不明の境化も混入して揚水のみの効果が明瞭でないも

のもあった。

全体的に見て揚水量に比して全体の減少量は少なし温泉伏流に徐裕のあるととを示し

た。温泉水が地下の多磨の地下水厨，温泉水厨からの補給があって，とれらの混合として

湧出するならば揚水等により平常の均衡が破れて混合の割合が襲れば温度7}_化墜成分に質

化を生やる事がこ復期せられる〉。温度は叉湧出量の襲化によっても襲化するから，とれ等の

測定によって地下欣態及影響の度合も測定する事が出来る後想のもとに温度はベクマン寒

暖計，化率成分は Cl'HCol及電気停導度を測定したので、あるが，認むべき磁化は無かった。

i)別府温泉に於ける湧出量の相互関係は，一つの温泉に人工を加へて湧出量の費動を

輿へ，周謹の温泉にJH:rす影響を調査したが，逆に近隣の他の温泉にIliJ様の人工的な費動

によってもとの温泉に及ぼす影響については調査が出来なかった。之は人工費動を輿へる

事の出来る傑作をそなへた温泉が極ぐ少く相接する温泉に見出せなかったのである。今般

は唯一回ではあるが二温泉相瓦に人工加工による影響を調査し， 3くこれらにj止い温泉の水

位費動を自記計に記録せしめる事に成功した。

~p~ 



大分県草由布院温泉に就て

温泉 No.151の揚水は過剰揚水量1f均 80L/Mで、水位降下最大で 182.5cm I'L盗及んだ

(第4園参照)0 No.150は土管を立てて湧出を停止させて有ったので水位計を設置して自

下は 4.2cmであった。女の

日No.147をサイホン仕掛に

より湧出水位を降下せしめて

過剰揚水して(第4園B)No.

148， No.150， No. 151の襲

化を測った。 No.147の水位

低下させる前I'L， No.148を

観測に便利な矯水位を 14.2cm低下さした。そのためその影響も明脈に現はれ No.150の

葬4悶.A
No15J1毒水1-0:J:."!> JiJ迭迅来。靖辻:笠変化

(ll'l'l 3 B) 
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記させた。影響の明瞭に現は

れて湧出量が減少したのは

No.147， No.148， No.145で，

試験井からのとれらの各々の

温泉まで距離は第4岡CK示

す通りであり，特に No.147

は No.148I'L較べて遠距離に

有るにも拘らや，共の減量は

最大で，減少割合はもとの

68.6%にあたる42.9L;Mの減

少を示した。吹I'LNo.148で

み

ゅ

う

2

2
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Jr:お 19.6%，No.145は 1.6%の
10 減少である No.150の水位降

初めの降下曲線は No.147とNo.148の水位降下による影響である。との影響は短時間に

表はれるので，との水位31では正確に測定する事は出来放かった(自記記録用紙は 1時聞

に3.3cm移動する〉過剰揚水を始めてから約30-40分で定常妖態に成った。定常欣態に

成ってから，先づ No.147の水位を複元さしてとの矯の水位上昇を記録させ，とれが定常

に成ってからNo.148の水位を上昇さした。 No.147の水位低下は 12cm， No.148の水位

1.42αnである。との影響による No.150の水位鑓化は 4cm及 3.5cm，で、あったq 以上の
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日]にあって然も遠方の方に大

とれは保湯暦の相違と，温泉

土@

下10m附近に不透水唐古うり14

7k暦の;復雑性によるものと思

とれ等の温

泉はいやれもとの唐より採湯

は伏流誌の流動を考慮に入れ

ても困難で、，同一暦の然も近

距離聞でも相首復雑な蟹化が

-15m附近に厚さ 1.5m位の

して有る由である。との言の

如く同一7k暦からの揚湯であ

るとすれば以上の結果の説明

きく影響する事涯を知った。

ふ。穿堀者の言によれぽ，

二回の資験結果必同一'

温泉水騒があり，

大分l孫由布院温泉に就て
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大分県系由布院温泉に就て

あり，地上の簡軍な硯察や推測jでは温泉相互の影響!を知る事は困難である事を思はせた。

過剰j揚7..Kや7..K頑4切下け・切上げK件い近傍の温泉7.k顕鑓化は No.150の自記々録によって

明かに見られる。被摩地下水に於ける底力襲化について興味るる記録で革うる。水位の安定

するまでは指数函激的費化である事が第5闘によっで明かである。

No.151の過剰揚水量は 80L/Mとれによる減少の組、量は50LjMで向地下温泉伏流に齢

No.167 

雨者は可なりi司程度である。裕ある事は確であるが，

の揚水試験結果

No.169， No.179 

は揚水中増加し

は第6園の如く

成り， No.163， 
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揚水停止後減少

増加は気鹿費化

ないかとも考へ

たが，京大別府

して居る。との

によるものでは
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研究所の記録と

当分比したが，気1Mは試験中大した盤化は無く，

原因は不明である。向揚水影響が遅れて表は

これ等の温泉の

外，数日の測定があるもいやれも影響は見ら

れない。

iii) No.61及 No.109の抑制及揚水試験

れたのではないかもtrrれぬ。

'抽• 

1>6図(8)

の結果は第7岡，第8岡の如くある方向及近

距雌に臨調IJ升:がなく，影響を見るに不備ではあったoNo. 52， 38， 99にはl切らかに影響が

あると思ふが，揚7.k-fTl:に比して減少貴は少なく，大きく見h'iつでも三割以内で地下伏流に

~ 1;1-司司

相酋録怖があるといえる。



大分県草由布院温泉に就て
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iiii) No.200は湧出口上り水位が高いのでサイホンにより水位を低下して湧出量の増加

を計うた。湧出口が沈澱物によりPfj~察されてゐるのか， 7K位降下54cmにも拘らや湧出量

の増加は lLjM位℃あうた。結果は No.201lこは少しでは有るが，影響して居ると思われ

る。との官験により No.216は湧出が全く停止し回復せ-1'，きたの日も湧出してない。距離

等の闘係から考へて他に原因があるかも知れぬ。(第9闘参照〉
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第9図(A)
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以上の結果を要約すると弐の如く成る。

1 由布院温泉は大分府¥VC於て数に於て別府温泉に弐ぐ優勢な温泉群で，持の金活動口

激は 201口あり，其の内66口の強勢紅白然湧出がある。

2 泉温は金平均54.92，一三塁夜の組湧出量は1.32x104m3 (72，600石)の多量に建す

し，ー孔平均は 45.93LjMである。

3 揚7.1<試験の結果，共の影響の度合と距離闘係、は揚湯厨の相異やs 地下温泉水暦の被

雑性により明臓ではないが，揚水量は減少量より遥かに多いととから相賞伏流vcti余裕があ

ると思ふ。

終りに木研究に射して御指導を賜る瀬野博士並に調査観測に助力された軽部，吉川の雨

理製士及製生諸氏に厚く謝意を表する。向との研究は大分府:温泉淵査問究舎の費用により

なされたことを"己し，感謝の立を表する。
• 
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大分j孫由布院温泉に就て
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Abstract 

On the Yufuin-Spa Kosaburo Yamashita 

There are many natural and bored hot springs in this area. The distribution of the springs' 

temperature coincides with that of the earth temperature， on which Mr. Yoda investigated 

about 30 years ago. It seernes that there are yet underlying hot water in reserve， for 

there is scarcely reduction of flow ・onthe neibouring hot springs， when overpurnped sorne 

hot spring. 
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由布院温泉の湧出量の相互関係測定資料

由布院 No.151揚*試験

昭和25年8月3日 13時45分より 15時55分迄揚水(時刻はすべて官民ベ，1:11手，亡しである〕

水位標準勤は地上79cm

時刻j

泉温

H寺

7" Jl jjこ]14.14 -200 q
a
a仏
z

q
a
n
U
 

の
ノ
臼

M

一

ー

15.31 

-207 

NO.151揚水による周遊温泉の泉浪及湧出l止の型軽化

jlVj定時五:11 13.10 13.40 14.45 15.15 15.45 16.40 17.10 

No.163 泉 温 52'.5C 51.5 52.5 51.2 51.3 51. 7 51.5 

湧 IH量 3，54L/M 3.84 3.84 3.84 3.84 3.83 3.83 

測定時刻 13.0 14.45 15.15 15.45 16.30 17.0 

NO.147 長l 混 55.8 55.5 55.;:; 54.5 55.6 55.6 

湧 111量 62.0 19.1 22.4 23.3 52.3 54.8 

測定時刻 12.45 14.30 15.0 15.30 16.25 16.55 

No.148 泉 浪 55.2 55.1 55.0 55.0 55.1 55.1 

湧出量 25.2 19.6 19.1 19.8 22.4 22.5 

測定時刻j 12.45 13.15 14.25 14.55 15.25 16.20 16.50 
No.152 泉 話i 38.5 38.5 38.4 38.5 38.0 38.4 38.6 

湧出量t 7.61 7.25 7.61 7.19 7.43 7.57 8.04 

判定時刻j 12.50 13.25 14.35 15.05 15'.33 16.30 16.56 
NO.144 泉 iIs. 49.5 49.0 49.1 49.1 48.5 48.3 49.0 

湧出量 2.74 2.72 2.60 2.56 2.59 2.76 2.69 

illll定時刻j 12.50 13.25 14.30 15.0 15.30 16.25 16.55 
No.249 泉 iKit 60.6 60.6 60.6 60.6 60.6 60.3 60.2 

I司 111hl: 4.87 5.40 5.19 5.39 5.55 5.50 5.21 

J~j定時刻 12.50 13.20 14.30 15.0 15.30 16.25 16.55 
No.142 泉 iIs. 41.3 41.2 41.0 40.9 40.9 40.6 40.5 

湧!日量 1.46 1.56 1.47 1.49 1.54 1.58 1. 53 

← 12 ~ 



測定時間 12.45 13.45 14.35 15.04 15.35 16.30 17.00 

No.161 泉 u'il. 49.3 49.3 49.2 49.4 49.3 49.3 49.3 

湧出蛍 3.50 3.50 3.43 3.42 3.36 3.03 3.36 

測定時間 12.50 13.20 14.27 14.55 15.30 16.25 16.55 

No.160 泉 u'il. 67.5 67.5 67.4 67.2 67.4 67.4 67.4 

湧出量 12.76 11.96 12.81 12.7 12.59 12.48 12.21 

測定時間 主2.50 13.20 14.30 15.0 15.30 16.25 16.55 

No.167 泉 i1IA 56.5 57.0 57.0 56.5 57.0 57.3 

7}:位官Ii考 54.0 53.9 53.5 53.6 53.6 53.5 53.4 

明日
\一~ I 作iEのため朝より揚水せず水位はタンク上のコンクリート枠上より

下へ測定 17h 13 m No. 167 pump up開始す.

由布院 NO.147 揚7}:試験

昭和25年8用4日

No.147の水位をサイホンで下げて No.151， No. 148， No. 150の務化を見た

No.150の7}:位獲化を水位計に自記せしめた

No.H7揚7}:による周遁温泉の泉温及湧出;盤

測定時 H司 16.12 16.34 17.20 18.18 18.50 

No.151 泉 温 '52.7 52.7 52.5 55.0 53.0 

湧 仕i 主E 29.90 27.75 25.99 29.80 29.70 

測定時間 16.07 16.30 17.20 ]8.20 18.26 18.51 

No.148 泉 話乱 54.9 54.9 54.8 54.9 54.8 54.7 

湧 出 11: 37.15 31.2 28.89 35.45 26.89 26.0 

7}:位を13 7}:位が1.2
制iJ 来J cmあげ

た
cm上った

由布院 No.167 揚水試験

昭和25年8月4日 6時20分より 7時20分迄揚7HH長101Bj109-迄揚7}:を行はず

水位はタンク上端より上 6.8cmをO貼とする

実i1J

7}: 位
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刻

位

12.2.1 

115 

12.25 

117 

13.07 

136 

13.55 

154.5 

14.43 

143 

15.20 

122.1 

16.00 

103.5 

12.30 12.34 12.42 

124 

刻

位

13.00 

134 

13.12 13.16 13.25 

144 

刻

位

13.49 

152.5 

14.00 

156 

14.11 14.15 

160 

刻

位

14.40 

145 

14.45 14.50 14.55 

133.7 

15.15 

124.5 

15.55 

105.6 

141.8 138.5 

15.25 15.30 15.35 

114.5 119.1 116.9 

16.05 16.10 16.15 

97.4 101.4 99.4 

;才h:司;;:;;l;;:::l;;;:12:;:
No.167揚水による舟j漣温泉の泉滋及湧出量

12.45 

126 

13.30 

145.5 

14.17 

160.4 

15.00 

132.7 

15.40 

112.0 

12.55 

25.00 

13.38 

148 

|品|
15.06 

129.9 
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15.10 

127.3 

15.50 

107:5 

13.28 

24.72 

時 ~U 10.00 10.30 12.00 12.45 13.14 13.45 1
5.15 

No.166 刀0':ョ、 混 41.0 41.0 41.2 41.2 41.0 
41.2 40.8 

湧出量 0.75 0.77 0.84 0.77 0.72 0.78 0.76 

一
時 男j 10.00 10.50 12.15 12.55 13.25 13.55 15.20 

No.163 泉 m. 51.0 52.0 52.0 51.8 51.8 51.0 51.8 
j勇出量 3.91 3.98 3.91 3.98 3.89 3.84 3.84 

一 一 一 一
時 主1 10.30 12.15 12.45 13.15 15.30 

No.169 泉 浪 59.6 59.5 59.5 59.5 59.5 

湧自 主量 6.37 6.38 6.47 6.48 6.38 

一 一 一 一一一一
時 主t 10.00 11.30 12.15 12.<15 15.15 15.45 14.45 15.15 

No. 179 泉 i凶P剖:i 43.1 43.0 43.1 43.2 43.2 43.3 43.3 43.4 

鴻 Ill:敏 3.09 3.13 3.12 3.17 3.13 3.19 3.13 3.08 

一 一
日午 要目 10.25 10.52 12.15 12.45 13.15 13.45 15.15 

No.l71 泉 温 54.0 55.6 54.4 54.4 54.3 54.0 54.8 

湧 仕l最 4.35 4.30 4.57 4.19 4.40 4.30 4.30 

一 一 一 一
時 刻 l0.40 11.03 12.30 12.55 13.30 13.55 15.25 15.55 

No.170 5立 滋 56.6 56.8 57.3 56.8 57.2 57.ρ 57.0 57.2 

湧出 量 2.81 2.87 2.74 2.74 2.74 3.01 2.80 2.94 
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肘f 界j 10.00 

No.177 ノVI、z 滋 60.3 

湧出量 6.60 

l時 期j 10.30 

No. 175 泉 温 67.0 

i軍出量 24.42 

時 刻 10.03 

No.176 泉 温 64.7 

i刃向最 7.29 

時 安1 10.05 

No.160 泉 滋 68.4 

湧出量 12.97 

時: 男j 10.10 

No.161 

* iJ:. 49.0 i勇出掛; 3.45 

由布院 No.61 抑71<試験

昭和25年:8月5日

nt 葉自 14.03 

No.54 泉 56.0 

鴻 111近 12.75 

H年 刻 13.50 

No.51 泉 i，"I.. 55.8 

湧出蛍 4.83 

時 :il~ 14.0 

No.6，1 泉 温 62.::l 

湧出量; 6.57 

H年 :il1J 14.10 

No.37 ~jl 温 54.5 

ì~ 1:I:l [，止 7.35 

昨年 :ilU 14.0 
No.38 泉 記1 47.7 

i勇!甘量 29.54 

nly 刻U 13.50 
No.58 泉 i1fI.. 55.8 

iゆ I:U;，J 9.91 

10.40 

60.2 

6.87 

12.25 

67.4 

23.44 

10.30 

64.7 

7.18 

10.30 

68.4 

12.48 

10.35 

49.0 

3.48 

14.20 

56.2 

12..75 

14.15 

55.6 

4.70 

14.15 

62.3 

6.49 

14.40 

54.4 

7.91 

14.15 

47.7 

29.95 

14.15 

55.8 

9.98 

12.15 12.45 13.15 13.45 15.15 

60.3 60.2 60.2 60.2 60.2 

6，68 6.67 6.32 6.49 6.36 

12.55 13.30 13.55 15.35 16.05 

67.3 67.0 67.3 67.0 66.8 

26.08 24.84 25.75 29.39 28.00 

12.18 12.45 13.15 13.47 15.15 

64.9 65.0 65.0 65.0 65.1 

7.36 7.23 7.04 7.16 7.29 

12.16 12.38 13.13 13.45 15.13 

68.5・ 68.5 68.4 68.5 68.5 
12.41 12.38 12.38 12.64 12.48 

12.20 12.48 13.16 13.51 15.25 

49.3 49.3 49.2 49.3 49.3 

3.40 3.40 3.42 3.42 3.40 

15.58 16.20 17.46 

56.2 56.2 56.2 

12.75 12.75 12.50 

15.55 16.25 18.0 

55.7 55.7 55.7 

4.58 4.65 4.83 

16.45 17.05 18.03 

62.3 62.3 62.3 

6.59 6.49 6.61 

16.20 16.40 17.45 

54.5 54.5 54.5 

8.04 7.74 7.74. 

15.50 16.15 16.45 17.45 

47.7 47.8 47.8 47.6 

::l0.65 30.77 31.27 29.69 

15.55 16.55 17.50 

55.8 55.5 55.5 

9.91 10.10 9.85 
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時 刻 13.55 

No.52 泉 温 55.2 

湧 l旬量 6.32 

一
時 刻j 14.28 

No.53 泉 温 55.0 

湧出量 24.0 

白布院 No.200揚水試験

昭和25年8月6日

14.18 

55.5 

6.32 

15.50 

55.0 

24.0 

15.55 16.17 17.50 18.15 

55.5 55.2 55.2 55.5 

6.60 6.52 6.32 6.19 

16.15 17.52 

55.5 55.7 

24.0 24.0 

91時28分 Siphon仕餅 9時 52mSiphon止む 以後 Siphonの調子思〈断織的に Siphon

揚水す 11時17分揚7Jc停止

7Jc位上昇型軽化 tank益上端よりー71.5cmをO黙とす

7Jc位 Ocm 1 2 3 
日 tI、

分秒 .0 1.09 2.16 3.30 

7Jc位 8 9 10 11 
E】E 国

分 秒 9.15 10.21 11.35 12.45 

水位 16 17 18 19 
111 9 

分秒 18.13 19.27 20.39 21.48 

7Jc位 24 25 26 27 
111 S 

分秒 27.49 29.00 一 31.13 

決 f立 32 33 34 35 
m • 

分秒 37.55 39.14 40.35 41.37 

7Jc位 40 41 42 43 
m s 

分秒 48.23 49.42 51.00 52.12 

7Jc位 48 
JI1 B 

分 秒 58.50 

次に12時37分から14時01分から Siplonを仕掛けた

水位は tank上端より下に測ったものである

4 

4.41 

12 

13.47 

20 

23.14 

28 

32.38 

36 

42.59 

44 

53.34 

5 

5.53 

13 

14.51 

21 

24.28 

29 

33.47 

37 

44.07 

45 

54.47 

|時分1町一lunlmlM1M1
7Jc位 I67.4 I 69.5 I 72.0 I 72.0 I 71.0 I 70.o I 

14時02分以後の7Jc位上昇線化 tank策.上端より -63.5cmをO胤ーとす

水位 。 1cm 2 3 4 5 
町1 • 

分秒 。 1.25 2.32 3.58 5.12 6.27 

7Jc 1立 8 11 13 16 19 21 

分秒 10.01 13.31 15.54 19.37 23.32 25.56. 
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No.200揚水による周漣温泉の泉温及湧出量

時刻j 8.35 9.0 . 13.10 14.55 15.80 

No.198 泉温 67.2 67.5 67.2 67.0 67.5 67.2 

i勇出量 1.57 1. 74 1. 76 1.65 1.81 1.88 

時刻 8.40 9.05 13.15 13.45 15.07 15.33 

NO.196 泉温 49.5 49.0 49.0 49.1 49.0 19.0 

湧仕l蛍 4.46 4.45 4.50 4.50 4.45 4.43 

時期j 9.10 9.30 13.0 13.30| 15.0 15.30 . 
No.203 泉 i昆 81.2 81.0 81.0 81.2 81.2 81.1 

湧出量 5.28 5.25 5.34 5.53 5.19 5.36 、

I時刻j 8.43 9.05 13.0 13.25 14.55 

No.201 泉温 41. 7 41.6 41.6 41.4 41.3 41.4 

湧出量 2.37 2.37 2.35 2.33 2.39 2.38 

時刻 8.50 9.10 13.05 13.35 15.00 15.30 

NO.199 泉温 55.1 55.1 55.0 55.0 55.0 55.0 

湧出量 2.10 2.08 2.12 2.10 2.10 2.10 

n年刻 8.55 9.15 13.10. 13.45 15.00 15.35 16.00 

No.216 泉湿 70.1 70.0 63.0 62.6 63.1 63.5 62.3 

湧出量 0.43 0.44 湧出停止 11 11 11 11 

IWf 刻J 8.45 9.05 13.00 13.30 15.10 。「
No.214 泉温 58.1 58.0 58.4 59.9 58.0 58.0 

湧出量 1.72 1.72 1.65 1. 70 1.67 1. 70 

由布院 NO.109揚7Jc試験

昭和25年8月7日 10日寺43分より12時30分迄揚水

• 
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No.109揚71<による岡遺温泉の泉湿及湧出量

時刻J 9.45 10.07 11.15 11.43 12.15 13.00 13.28 

No. 99 泉温 62.0 62.0 62.0 62.0 62.0 62.0 62.0 

i勇出量 7.24 7.39 7.39 7.34 7.29 7.29 7.39 

時刻j 9.45 10.11 11.20 11.45 12.15 13.05 13.30 

No.106 泉温 43.5 43.5 43.5 43.7 43.7 43.7 43.8 

湧出量 6.94 7.08 7.12 7.16 7.10 7.19 7.06 

時刻j 9.50 10.20 11.25 11.55 12.25 13.00 13.30 . 
No.108 泉温 60.0 60.0 60.0 59.9 60.0 59.9 60.0 

湧出量 9.20 9.30 9.44 9.19 9.34 9.25 9.34 

時刻J 9.50 10.15 11.15 11.45 12.15 13.00 13.30 

No. 93 泉温 58.0 58.5 58.5 58.0 58.3 58.2 58.2 

湧出量 8.63 8.63 8.45 8.63 8.51 8.51 8.51 
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